
台北縣立十三行博物館

はじめに

台北市の西を南北に流れる淡水川は、台湾島

の北端に近いところで東シナ海に注いでいる。

いまでこそ北部の貿易港は基隆港であるが、も

ともと東シナ海の交易は、この淡水川をさか

のぼって行われてきた。右岸の淡水の町には、

1629年にスペインによりサン・ドミンゴ城が

築かれている。
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淡水川河口左岸に残る「十三行」という地名

は、船客や貨物の船積みを行う船頭行とよばれ

る業者が13社あったことから名付けられたと

いう説がある。現在この左岸河口周辺は砂堆と

後背湿地がいりくみ、多様な自然環境を形成し

ているが、ここに発見された十三行遺跡の保存

と活用のため、 2002年に遺跡博物館が開館 し

ている。この十三行博物館を紹介しよう。

遺跡発見

1955年、戦闘機のコンパスが淡水]II口左岸

の八里郷十三行庄上空で乱れることから、中央

研究院歴史語言研究所などが現地を調査したと

ころ、多数の鉄犀と砂鉄鉱床が発見され、そこ

が台湾史前文化期の製鉄遺跡であることが判明

した。

今までの発掘によって、多数の溶鉄炉と伸展

葬や屈葬の墓、住居、土器や石器、鉄器や銀器
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など多数の遺構・遺物が発見され、 3世紀頃の

製鉄技術を持った台湾島最古の遺跡で、 15世紀

頃まで存続したことが解明された。歴史的には、

漠族の移住以前の台湾史前文化、鉄器時代に相

当する。日本に対比すると弥生時代後期から鎌

倉期に相当するだろうか。生業活動は、鉄器・

石器や骨角器から、活発な狩猟・漁携文化の存

在が推定されている。いまのところ導入展示に

は十三行人の復原がやや原始的におこなわれて

おり、農耕活動や社会構成についての言及は少

ない。出土人骨から特徴を捉えて行われる十三

行人の顔面と身体の復原は、一見の価値がある。

金や銀、ガラスや田馬瑞など当時の台湾で産 し

ない装飾品は、交易により島外からもたらされ

た品物で、青銅製刀柄や漢～宋代の銅銭も発見

されており、まさに台湾島と中国本士の文化的

な交流と並行関係を意識できる。詳細な研究が

進めば、琉球諸島や日本との交流も見いだされ

るかもしれない。

十三行遺跡の「十三行文化」は台湾島北部海

岸部に広がったが、約500年前に消える。文化



的継承性や土器の紋様構成など考古学的データ

などから、台湾島北部先住民、平浦族のケタガ

ラン族との氏族的関係が推定されている。

十三行博物館の開館

1989年に、この場所に汚水処理場建設が計

画され、遺跡保存を訴える考古学者と呼応する

市民の反対運動が起こった。市民運動として残

念ながら、発掘後選跡のほとんどの部分が破壊

されたが、約3000rrlが汚水処理場建設計画を

変更して保存されている。

1992年には博物館建設の決定がなされ、 2003

年に縣レベルで北台湾唯一の遺跡博物館、遺跡

保存展示教育センターとして現在の十三行博物

館が開館する。将来は八里左岸の環境を取り込

んだ生態博物館群の中心館へと発展する計画が

あるという。
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博物館は、「2002年度台

湾建築賞第1位」を受賞し

た建物で、山をイメージし

たコンクリート建物とクジ

ラの背中のようなRC鋼製

型枠建物を組み合わせた印

象の深いレイアウトを持っ

ており、一見して日本の有

名建築家の博物館設計に似

ている。半地下の入り口を入り、階段を上ると

発掘調査の再現があり、 2階に二つの展示ホー

ルを持っている。壁面に湾曲と傾斜があって意

図的に四角い展示室にしていない点と、明るい

ミュージアム・ショップが印象的である。

今、十三行博物館は、隣接する八里汚水処理

場の巨大な球形沈殿槽施設に並立して、八里郷

のランドマークとなっている。

台湾と考古学博物館

台湾出身の国民党李登輝総統が1988年に就

任した後に汚水処理場建設が計画され、 2000

年の民主党陳水扁総統就任後に十三行博物館が

開館するという道筋は、台湾における市民意

識、台湾人認識の高まり、経済至上主義から環

境重視への舵取りと軌を一にしている。市民と

研究者による遺跡保存運動の中で勝ち取られ、

自然環境に一体となったコンセプトの博物館群

に位置づけられたモダンな博物館は、今の台湾

社会のあり方とその地政学的位置を如実に表し

ている。この数年、台湾島の考古遺跡の発掘が

詳細に取り上げられ、さらに同じ2002年に国

立台湾史前文化博物館が台東に開館したことな

どは、漠族としての中国本土の歴史から台湾

島の足元の歴史へと、台湾住民のアイデンティ

ティ基盤が変化しつつある証しであろう。

十三行博物館は、中国文明圏の辺縁にある台

湾島に千数百年にわたって存続した十三行文化

を展示するものである。展示の中でこの文化

は、台湾先住民である平哺族のケタガラン族と

の系譜が推定され、漢族とは異なる辺縁文化で

あることも強調されている。展示室に復原され

た服装や狩猟漁榜中心の生業と、発掘された高

度な製鉄と活発な交易活

動の存在から窺われる社

会の姿とのギャップは、

台湾史における漢族移住

以前の先住民による部族

社会という歴史観からで

あろか。中国辺縁文化圏

での原始・古代からは じ

まる民族社会の成立、接

触と移住、伝播と交易、定着 ・拡散のさまざま

なモデルとして、 H本の研究者にとっても興味

深い逍跡と博物館となっている。
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台北駅よ りMRT淡水線で淡水駅下車、フェリーで八里埠頭へ渡河。

バス（紅13番）乗車で十三行噂物館"MRT淡水駅より約40分の行程。

月曜日休館 入館科：大人100元


